


2
0
1
4
年
、

J
E
N
は

設
立
20
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

記念ロゴマーク
2014年だけの記念ロゴマークを
作りました！

1

20周年
特設ウェブサイト

2

“20の成長日記”を
SNSからお届け！

3

ワンクリックで
かんたん募金

4 「生きるちから」
マンスリーサポーター
～20周年スペシャル～

5

これまで、これからも、JENを応援いただきありがとうございます。
JEN20周年記念イベントを開催いたします。

8

年表で振り返る20年
JENのこれまでの20年を、
年表で振り返ることができま
す。このポスターのデータを
欲しい方は、ご連絡ください。

9

JENの活動地のフォトス
ナップを一冊にまとめます！

JENフォトブック

13
“20年後のJEN”
未来予想
支援者の皆さまとJENス
タッフ、JENの活動に関わっ
た多くの方々に、20年後の
JENの姿や活動を好き勝
手に想像していただきたい
です。あなたの大予想、お待
ちしております！

11
JEN 
なんでもベスト20
JENが出会った人、モノ、なんでもベスト20です。
現在、８つの事務所から続々と情報が届いています。支援者
の皆さまからは、過去のニュースレターやウェブサイトの中
から心に残るエピソードを募集します。ニュースレターの
バックナンバーをご希望の方もご連絡ください。

10

事業アイデア
コンテスト
「社会課題の解決」をテーマ
に、事業アイデアを募集し
ます。JEN20周年記念イ
ベントで投票を行い、選ば
れたプロジェクトは、“みん
なでつくる自立支援”として
実現します。

15 16

実現しよう！
クラウド
ファンディング
クラウドファンディングで、
皆さまとともに考えた支援
活動を実現します。
詳しくは、JEN20周年記念
イベントの会場にて！

17

オフィス環境
改善作戦

18新しい働き方、始めます

2014年、JENはオフィス環境
改善作戦と並行してフリーアド
レス化の準備を進めています。

19

？？？（お楽しみに！）

20

朗読の集い
詳しくは、JEN20周年記念
イベントの会場にて！

チャリティ
オークション
詳しくは、JEN20周年
記念イベントの会場にて！

皆さまの応援をお待ちしております！

http://www.jen-npo.org/
jp/contribute/site.php

20にちなんだアクションが
あちらこちらで。

14

2014年10月26日（日） 

（右）集まったエピソードの
写真を集めたスナップショット

“JENの20の成長”をテーマに
JEN20周年プロジェクトを行っています。
今後も、JENの活動を展開してゆくために
JEN20周年プロジェクトを通じて、
皆さまと時間や空間を共有しながら
さらなる目標へ向かってゆきたいと思います。
引き続きご支援をどうぞよろしくお願いいたします。　　JENスタッフ一同

募集中

募集中
記念
イベント

20年間の
“自立支援”ストーリー
20年間の思い出を集めています。
支援者の皆さまの思い出エピソード
を教えてください。ベストエピソード
は、JEN20周年記念イベントで発
表いたします。

記念
イベント

記念
イベント

記念
イベント

12

募集中

募集中

募集中

募集中

7

みんなで取り組む
挨拶キャンペーン
挨拶キャンペーンのポスター
が完成しました！現在８つの
現地事務所に配布され、みんな
それぞれに楽しく「あいさつ」
を学んでいます。

Chabo!
チャリティ☆ラン
～20周年スペシャル～
４月27日に、第三回を開催しま
した！当日の模様は、P6へ。

6

皆さまへ感謝を込めて、
JEN20周年記念イベント

JEN東京本部事務局
20周年実行委員会
各種お申し込み・アイデアの提出は
郵送またはEメールでどうぞ。

〒162-0824 
東京都新宿区揚場町2-16
第二東文堂ビル7階

info@jen-npo.org
www.jen-npo.org

お問い合わせ先

リコー社会貢献クラブ・Free 
Wil l様の15周年とJENの
20周年記念、協働プロジェクト
が始動しました！

早速、始まっています！

詳細は近日発表！
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が
ら
、震
災
の
経
験
や
復
興
状
況
な
ど
を
話
す
機
会

に
な
り
ま
し
た
。参
加
者
は
、牡
鹿
半
島
の
魅
力
を
存

分
に
堪
能
す
る
と
共
に
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。参
加
者
は
、ニュ
ー
ス
で
知
り
え
な
い

被
災
地
の
現
状
を
見
て
、い
ろ
ん
な
想
い
を
胸
に
石
巻

を
後
に
し
ま
し
た
。
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石
巻
市
内
中
心
部
か
ら
南
東
へ
車
で
30
分
ほ
ど
に
位

置
す
る
牡
鹿
半
島
で
は
、東
日
本
大
震
災
の
津
波
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、主
な
生
活
の
糧
で
あ
る

漁
業
は
壊
滅
的
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
多

く
の
人
・
団
体
に
よ
る
支
援
活
動
が
住
民
の
気
持
ち

を
後
押
し
し
復
興
を
進
め
て
き
ま
し
た
。『
浜
へ
行
こ

う
！
』は
、そ
れ
ら
の
支
援
に
対
す
る
”感
謝
の
思
い
を

伝
え
た
い
“そ
し
て
今
後
も
”よ
り
た
く
さ
ん
の
人
と
の

交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
“と
い
う
住
民
の
思
い
か
ら

2
0
1
2
年
末
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
す
。最
初
に

始
め
た
東
浜
で
は
、回
を
重
ね
る
毎
に
、よ
り
良
い
運

営
を
工
夫
し
て
き
ま
し
た
。一つ
の
浜
か
ら
始
ま
っ
た
取

り
組
み
は
2
0
1
4
年
か
ら
複
数
浜
が
参
加
し
、牡

鹿
半
島
全
域
に
開
催
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

『
浜
へ
行
こ
う
！
』は
、住
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
の
運

営
を
J
E
N
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、漁
業
の
醍
醐

味
や
春
夏
秋
冬
の
自
然
を
、多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。複
数
の
浜
が
集
ま
り

開
催
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
で
浜
を
越
え
た
協
力

年末に私の国、南スーダンで起こったクーデター未遂、

それに伴う避難民への緊急支援は、

私にとっては、初めての緊急支援ミッション。

しかも、国際スタッフ不在の中、大事なミッションの

チームリーダーのひとりに抜擢してもらえたことは、

その後の、大きな自信につながっています。

サポートを、ありがとうございました。

私がJENに入局したのは、2013年７月です。

以来、若いころに南スーダンで取得した教員の資格と

長く過ごしたウガンダの難民キャンプで取得して

実践してきたカウンセリングの経験を生かして、

日々の衛生教育の支援活動で、実践してきました。

仕事を通して、子どもたちが衛生知識を学び、

日ごとに健康になってゆくことを

自分の目でみることができるこの仕事は、

大きな達成感があります。

成長途中の祖国では、電話、道路など

インフラが完全に整っていないので、

不便を感じることが多々ありますが、

楽しく働くように、心がけています。

また、多くの日用品を輸入品に頼る生活は、

生活を圧迫していますが、

秋から始まった女性のための石鹸生産プロジェクトによって、

自分たちで作って、売って、使う、という基本的な生活を

送れるようになりました。

国際スタッフが南スーダンに戻ってくるときには、

いろんな事業が立派に軌道にのっていることを目標に、

毎日、チームのみんなと仕事に励んでいます。

私たちを支援してくださっている日本の皆様、

みなさんの戦後復興を学び、真似をして、

南スーダンに復興をもたらしたいです。

そのときもっとも大切な心構えは、

自分たちで課題を解決できるようになること、

これが自立だ、とJENで学びました。

イエイ地域担当
コミュニティ・モビライザー
マーガレット

啓子さん

年末からの緊急支援、本当にお疲れ様でした。

2007年に独立前の南部スーダンに帰還してきた

難民の方々の緊急支援活動を始めたときからずっと、

人々が一日も早く安定した日々を迎えられます様に、と

願い続けてきました。

2011年７月の独立を経て、国がまだ不安定な中、

南スーダンの人たちの国造りを支える仕事を、

JENのみんなは誇りを持って続けてくれました。

独立からたった３年でクーデター未遂が発生し、

人々が逃げ惑う事態になってしまうとは、

残念でなりません。

だからこそ、今回避難した人々のための緊急支援を

行うことになったとき、

あなたが緊急支援チームを率いてくれたことを、

とても心強く思いました。日頃から電波が不安定だったり、

毎日何時間も悪路を進まなければならなかったりと、

お世辞にも楽とはいえない環境の中で緊急事態に対応しながら、

従来の衛生環境改善の支援も、その手をとめることなく

活動を続けてくれましたね。

この混乱の中、マーガレットさんが強いリーダーシップで

チームを率いて、チームワークがいかんなく発揮されたからこそ、

可能となった支援でした。

ひるむことなく緊急事態に立ち向かってくれて

本当にありがとう。

ところで、イエイの活動では、

新しい取り組みがたくさんありますね。

たとえば、女性による石鹸組合。

組合は、どんどん規模を拡大し、参加者一人ひとりの

キャパシティ向上に着実につながっていますね。

そして、女性疾患予防のための活動も

始めることになりましたよね。

いつか、あなたが率いるチームと、

活動に参画している女性、女子生徒たちに会いたいです。

そして、みなさんと夢について朝まで語り合いたいです。

マーガレットさん

イェイのオフィスから事業地に向かうマーガレット。今年1月に行った緊急支援では日用品を配布しました。

体
制
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。今
後
も
、一
層
協
力
し

な
が
ら
多
く
の
方
に
牡
鹿
半
島
の
良
さ
を
お
伝
え
し

て
行
き
ま
す
。

＊

第
7
回『
浜
へ
行
こ
う
！
』（
5
月
4
〜
5
日
）に
は
、

定
員
を
上
回
る
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。1
日
目
の

谷
川
浜
で
の
漁
業
体
験
で
は
、漁
師
さ
ん
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
ホ
ヤ
の
出
荷
を
体
験
し
ま
し
た
。翌
日
は

伊
去
波
夜
和
気
命
神
社（
通
称
：
明
神
社
）の
祭
り

に
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
地
区
で
は
多
く
の
方
が
津
波

に
よ
り
家
屋
を
失
い
、転
出
ま
た
は
仮
設
住
宅
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。人
口
流
出
は
、伝
統
あ
る
祭
り
の
神
輿

の
継
続
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。今
年
は『
浜
へ
行
こ

う
！
』の
祭
り
へ
の
参
画
に
よ
り
十
分
な
担
ぎ
手
を
確

保
し
、仮
設
住
宅
で
は
住
民
が
懐
か
し
そ
う
に
笑
顔

で
神
輿
を
迎
え
ま
し
た
。ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
は
初
め

て
の
神
輿
担
ぎ
で
、貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

民
宿
で
の
懇
親
会
で
は
、参
加
者
と
地
元
住
民
が
交

流
を
行
い
ま
し
た
。地
元
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
食
べ
な

４
月
27
日（
日
）、「
第
３
回 

C
h
a
b
o
!
チ
ャ
リ

テ
ィ
☆
ラ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。３
回
目
を
迎
え

た
今
年
は
、一
般
参
加
者
92
名
、個
人・法
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
50
名
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
、第
一
部（
午
前
中
）は
チ
ー
ム
で
タ
ス

キ
を
繋
ぐ
リ
レ
ー
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
。当
日
編
成
し

た
チ
ー
ム
に
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
が
加
わ
り
、メ
ン
バ
ー

全
員
が
協
力
し
合
っ
て
、全
チ
ー
ム
が
60
分
を
完
走

＆
完
歩
し
ま
し
た
！
ま
た
、「
C
h
a
b
o
!
ラ
ン
」

の
特
長
は
、第
二
部（
午
後
）の「
交
流
タ
イ
ム
」。

ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、グ
ル
ー
プ
対
抗

「
C
h
a
b
o
!
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」、そ
し
て
協
賛

企
業
の
商
品
が
当
た
る「
特
別
抽
選
会
」な
ど
、盛

り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニュ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「
C
h
a
b
o
!
チ
ャ
リ
テ
ィ
☆
ラ
ン
」は
、楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
J
E
N
の
支
援
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

感
謝
の
思
い
を
伝
え
た
い
。

そ
れ
が『
浜
へ
行
こ
う
！
』を
始
め
た

き
っ
か
け
で
し
た
。

「
第
３
回 

C
h
a
b
o
!
チ
ャ
リ
テ
ィ
☆
ラ
ン
」の
ご
報
告

ま
の
運
営
に
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。ご
参
加
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

※
経
費
を
除
く
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費
は
全
額
が
J
E
N
へ
の
寄

付
と
な
り
ま
す
。詳
細
は
C
h
a
b
o
!
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

（w
w
w
.facebook.com

/C
haborun

）で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

5
月
17
日（
土
）、U
N
H
C
R
／
ジ
ャ
パ
ン・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
シ
リ
ア
危

機
：
失
わ
れ
た
世
代
に
し
な
い
た
め
に

－

子
ど
も

た
ち
の
現
状
」に
、ヨ
ル
ダ
ン
で
シ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン

プ
の
支
援
を
担
当
す
る
J
E
N
ス
タ
ッ
フ
・
太
田

千
晶
が一
時
帰
国
し
、登
壇
し
ま
し
た
。

当
日
は
、３
年
も
続
く
紛
争
に
よ
り
、国
内
や
周

辺
国
に
避
難
す
る
シ
リ
ア
の
難
民
を
支
援
す
る

国
連
や
政
府
機
関
、N
G
O
の
代
表
者
、学
識
者

が
登
壇
し
ま
し
た
。紛
争
や
自
然
災
害
に
よ
り
最

も
大
き
な
被
害
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
の
現
状

と
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か

ら
包
括
的
な
議
論
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
東
京
・
国
連
大
学
の
ウ
・
タ
ン
ト

国
際
会
議
場
の
約
3
0
0
の
席
は
、支
援
関
係

「
シ
リ
ア
危
機
：
失
わ
れ
た
世
代
に
し
な
い
た
め
に 

̶ 

子
ど
も
た
ち
の
現
状
」

ヨ
ル
ダ
ン
駐
在
の
プ
ロ
グ
ラ
ム・オ
フ
ィ
サ
ー

太
田
千
晶
が
登
壇
し
ま
し
た

者
、報
道
機
関
、一
般
参
加
者
の
皆
さ
ま
で
満
席
。

21
世
紀
最
大
の
人
道
危
機
と
呼
ば
れ
る「
シ
リ
ア

危
機
」に
対
す
る
社
会
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

印税寄付プログラム「Chabo!」に賛同しているビジネス
本のベストセラー著者 勝間和代さん、酒井穣さん、白河
桃子さん、出版社から干場弓子さん（Discover21）、森岡
純一さん（光文社）がゲストランナーとしてご参加くださいま
した。そして、今年はスペシャル・サポーターとして、フィギュ
アスケーターの安藤美姫さんが駆けつけてくださいました！

「難民を主体としたコミュニティ強化と自立支援」の
タイトルで発表（JEN太田千晶）

漁業体験では、漁師さんの船に乗船し
ホヤの養殖場を見学。

景勝地を散策する参加者。鮎川浜にて。

今後の『浜へ行こう！』の予定です。
ぜひ参加して、牡鹿半島の魅力を
体験してください。

7月12日（土）～13日（日）
網地島（海岸清掃・
地域清掃・漁業体験・BBQ）

7月19日（土）～20日（日）
鮎川（地元海産物の昼食）＋
谷川浜（ホヤ・ホタテの
漁業体験）＋
大原浜（祭り体験）

8月9日（土）～10日（日）
網地島（地域清掃・漁業体
験・BBQ・海水浴）

9月9日（火）
荻浜（祭り体験）

第9回

第10回

第11回

第12回

東
北
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